　　＜国際社会と日本＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート①

· 復習（19・20世紀はじめの世界）

工業の発展した【①　　　　】諸国は、19世紀にはアフリカ・アジアへと軍を進めた。この勢いを加速させたのは、1894年に始まった日本と【②　　　】との戦争における日本の勝利であった。アジアの大国【②】が弱いことを知った【①】各国はきそってアジア・アフリカを征服し、やがて互いに同盟を組んであらそうようになった。この動きが明確になったのは、1904年に始まった、日本と【③　　　】との戦争であり、やがてこの対立は激化し、1914年【④　　　　　　　　】が起こった。

この戦争のあとしまつをする【⑤　　　】会議で、ソ連邦やアメリカが、敗戦国から【⑥　　　】や【⑦　　　】金を取ることをやめるよう提案したが聞き入れられず、イギリスやフランスによって厳しい罰をくわえられた敗戦国【⑧　　　　】は、重い負担を背負った。そして1929年におきた【⑨　　　　】は大国間の争いをふたたび激しくし、【⑩　　　　　】での話し合いもむなしく、1939年【⑪　　　　　　】がおきてしまった。この戦争を圧倒的な経済力と軍事力で勝利した【⑫　　　　】は、戦後話し合いのための【⑬　　　　　】を組織し、ソ連との対立＝【⑭　　　　】も戦争には発展させず、世界全体の経済の発展を導いた。

· 問い：大国どうしの戦争は、何のためにおこなわれたの　　　　　だろう？

	自分の考え：

	メモ：


· 問い：国際連盟や国際連合は何のためにつくられたのだ　　ろう？

	自分の考え：

	メモ：


まとめ：20世紀はじめまで、世界の強国は【①　　　】をとりあって戦争を続けていた。【①】は強国に安い【②　　】を供給するとともにその商品の【③　　】でもあった。しかしアメリカは【①】の解放を主張して強国をうちまかし、1945年には、【④　　　】をつくりあげて、争いを【⑤　　　】的に解決することにした。そして独立した【①】に【⑥　　】をあたえて産業を発展させて【③】を広げ、世界経済をさらに発展させることに成功した。

　　＜国際社会と日本＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート②
· 復習（19・20世紀はじめの世界）
20世紀はじめまで、世界の強国は【①　　　　】をとりあって戦争を続けていた。【①】は強国に安い【②　　　】を供給するとともにその商品の【③　　　】でもあった。したがって強国は第一次世界大戦の反省に基づいて国際平和のためにつくられた【④　　　】の勧告も無視して、第二次世界大戦をはじめてしまった。しかしアメリカは【①】の解放を主張して強国をうちまかし、1945年には、【⑤　　　】をつくりあげて、争いを【⑥　　　】的に解決することにした。そして独立した【①】に【⑦　　】をあたえて産業を発展させて【③】を広げ、世界経済をさらに発展させることに成功した。
· 国際連合と国際連盟の平和維持のしくみ（教科書ｐ163図・ｐ203・国連憲章・資料１「国際連盟の平和維持のしくみ」を見なさい）
	メモ：



· 問い：国際連盟と国際連合の平和維持のしくみの違いはどこか？
	自分の考え：

	メモ：


· 問い：なぜこのような違いが出てきたのか？
	自分の考え：

	メモ：


まとめ：最初にできた国際平和のための組織である【①　　】は、紛争を戦争で解決しようとした国に対して【②　　】や【③　　】や【④　　】関係を断絶する措置をしたが、これを【④　　】された場合の措置をもたなかった。この反省から、第二次世界大戦後にできた【⑤　　　】では、【②】【③】【④】などの措置では不十分だとわかったときには、【⑥　　　　　】の決定に基づき、戦争をおこし、または平和に脅威を与える国に【⑦　　　】で威圧することを定めている。
　　＜国際社会と日本＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート③
· 復習（平和維持のしくみ）
最初にできた国際平和のための組織である【①　　　　　】は、紛争を戦争で解決しようとした国に対して【②　　　】や【③　　　】や【④　　　】関係を断絶する措置をしたが、これを【⑤　　　】された場合の措置をもたなかった。
この反省から、第二次世界大戦後にできた【⑥　　　　　　】では、【②】【③】【④】などの措置では不十分だとわかったときには、【⑦　　　　　　　】の決定に基づき、戦争をおこし、または平和に脅威を与える国に【⑧　　　】で威圧することを定めている。
· 国際連合の特色（教科書ｐ163図・資料２を見なさい）
	メモ：



· 問い：国際連合に多くの機関や専門機関があるのは何のためだろう？
	自分の考え：

	メモ：


まとめ：国際連合の特色の一つは、【①　　　】や【②　　　】の決定で作られた多くの機関や専門機関を持つことである。そしてこの機関の中で第一次世界大戦後に作られたものが【③　　　　　】であることから、この時期の問題が【④　　　】の貧しい生活の改善であったことがわかり、第二次世界大戦後に作られた機関の多くの目的が【⑤　　　　】国の【⑥　　】に関わっていることから、第二次世界大戦後の問題が、先進国と【⑤】との貧富の格差の問題＝【⑦　　】問題であることがわかる。
　　＜国際社会と日本＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート④
· 復習（豊かさの保障）
国際連合の特色の一つは、【①　　　】や【②　　　　　　】の決定で作られた多くの機関や専門機関を持つことである。そしてこの機関の中で第一次世界大戦後に作られたものが【③　　　　　】であることから、この時期の問題が【④　　　　】の貧しい生活の改善であったことがわかり、第二次世界大戦後に作られた機関の多くの目的が【⑤　　　　】国の【⑥　　】に関わっていることから、第二次世界大戦後の問題が、先進国と【⑤】との貧富の格差の問題＝【⑦　　】問題であることがわかる。つまり国際連合の目的は、世界を平和で【⑧　　　】なものにすることである。
· 環境問題へのとりくみ（教科書ｐ179を見なさい）
	メモ：



○　温暖化とその対策（資料３「温暖化の危機」を見なさい）
	メモ：


· 進まぬ温暖化対策（資料４「環境サミットでの対立」を見なさい）
	アメリカの意見に対する自分の意見：

	中国・インドなどの意見に対する自分の意見：


· 問い：君は、アメリカと中国・インドとのどちらに賛成？
	自分の考えとその理由：

	メモ：


　＜国際社会と日本＞まとめレポート　　　　　　　　　提出期限⇒　　　　　　まで
【1】 国際連合はどのようにして平和をまもろうとしているか。そのしくみと対策を述べなさい。
	

	

	

	

	

	


【2】 国際連合は平和を守る以外にもう一つの問題に取り組んできます。その問題を説明しなさい。
	

	

	

	

	

	

	


【3】 温暖化阻止の二酸化炭素削減をめぐって先進国と発展途上国はどのように対立しているか。説明しなさい。
	

	

	

	

	

	

	


【４】先進国と発展途上国が温暖化阻止の対策をめぐって対立している中で、日本はどんな提案・意見を出したらよいのか。あなたの考えをのべなさい。
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


○この単元の授業をやっての感想や、疑問を書いてください。
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